
分
析、
日
本
の
方
策
示
す
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国
際情勢
は
ま
す
ま
す
複
雑
に
な

り、
最
近の
日
本の
論
調の
中
には、

一
方
に
お
い
て
人
類の
未
来
に
絶望
す

る悲
観論が
あ
る
と共
に、
他
方で
は

日
本の
戦
後の
体
制を
根
本か
ら
たて

直し
て
強い
日
本をつ
く
るべ
き
だ
と

い
う
強
硬
論が
唱え
ら
れて
お
り、
現

実
主
識
的
政治
学
は
もはや
有
効
性
を

失っ
た
と
論ずる
人び
と
も
現
れて
い

る。
こ
の
時
に
あ
た
り、
安
全
保障や

平
和の
問
題
を
切
実かつ
冷
静
に
考え

る
態
度
を
貫ぎ
なが
ら、
国
際
関
係の

現
段階
を
分
析し
日
本の
と
るべ
主刀

僚
が｝
示
そ
う一
する
本
替は、
現
実
派

か
ら
の
知
的
挑戦と
し
て
注
目
すべ
き

議
論で
あ
る。

著
者
は、
今
日の
国
際
環
境
宇佐
冷
戦

と
熱
戦
の
聞の
段階と
し
て
の
「
生ぬ 中

山鳥

………
線機
線級
一勝機………

嶺雄著
る
い
戦
争」
の
時
代
と
規定
す
るが、
のパ
ワ
l・
ポ
リ
ティッ
ク
ス
の
要
因

そ
れは
同
時
に「
新
し
い
冷
戦」
の
時
より
も
強いと
断
言して
よい
の
で
は

代と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
がで
き
る
と
な
い
か」
と
い
う
立
場
を
はっ
き
り
と

述べ、
現
代
の
国
際
関係
が
ほ
ぼ
十
年
表
明
レ、
日
中
平
和
友
好
条
約の
締
結

間
隔で
大き
く
変動
する
と
い
金事
実
在「
第二
次
世
界
大
戦
前の
日・
独・
伊

に
注意
を
向
け
る。
ひ
とつ
の
状
泌
を
＝
菌
同盟
に
比
すべ
き
廃
史
的
意
味
を

固
定
的
に
考え
て
は
な
ら
な
いと
い
う
もつ
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い」
と

の
が
著
者
の
慾
告で
あっ
て、
特
に
現
論
ずる
な
ど
現
在の
日
中
関
係の
あ
り

在の
中
ソ対
立
は
本来
的
な
も
の
で
い
方
に
対す
る
箸
者
の
批
判
は
厳
し
い。

つ
まで
も
続
くと
決
めて
か
か
る
考え

日
本は
園
内
的
に
は
他の
国々
に
均

方
を「
中
ソ対
立
の
神
話」
と
呼
ぶ
箸ー
ぺ
て
安
定
し
て
い
る
が、
外
交の
選
択

者
は、
中
ソ
対
立
に
は
「
い
まや
そ
の
を一
歩
誤る
とと
り
返
しのつ
か
な
い

変
化の
可
能
性
宇佐
支え
る
条
件
が
徐々

こ
と
に
な
る
危
険
に
面
し
て
い
る。
著

に
成
熟しつ
つ
あ
るこ
と
を
無視
する
者
の
い
う「
外
交こ
そが
防
衛
戦
略
で

わ
け
に
は
ゆ
か
な
い」
こ
と
を、
く
り
ある」
と
い
う
主
張
に
真
剣に
耳
を
傾

返
し
強
調し
て
い
る。

け
るべ
きで
あ
ろ
う。

著
者の
専
門
領
域で
あ
る
中
国
政
治

（
T
B
S
ブ
リ
タニ
カ・一
0
0
0

につ
い
て
は「
内政
要
因
は
国
際
政
治
円）

東
大教
授
本
間
長
世
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「鏡
獅
子」
をは
じ
め 、
仏
教
彫
刻
術
評論
家の
木
間
正花
氏が
作品
解

の
先取けと
なっ
た
初期
の
「
前人
説を
執
乍し
てい
る。

筒」 、

前期
の
傑
作
と
い
わ
れ
る

来川氏に
よれば 、

平櫛
山中の

「
転作」 、
凶
巾が

深く似倒した
サ
訴は 、

伝統の
秘式に
す a
ち
似る

山陽新
聞社編

沢
東の
囚人」
が
大ヒッ
トしたとい

う。
こ
の
木は
巾
同
の労
働キャ
ン
プ

の
過
酷な
現尖を附い
た
叫一
であ
る

が 、
最初はア
メリ
カ
で一
九じ一一一
年

に
出
版さ
れ 、
フ
ラン
ス
で
は七
五
年

に
ガ
リマ
l

ル
社か
ら「
必パ
双
百」

の一
冊とし
て
出て 、
むし

本
ろフ
ラン
ス
で
大い
に
刈
ま

の

れ
てい
る。

百凶コ

昨日
日 、
モンパ
ル力スの

hr
本
日間で
よう
や
く
探しあ
て

？』

たの
は「
宅
沢民
l同
人
伝

ヘパ

の
現実」
で
あ
る。
こ
れは

7
〉
エ
ミl
ル・
ギコ
ワティ
が

‘ぺ

編

んだE守
口集で 、
問
年
前

汁パ
パ
リで
刊
行さ
れ
た。
ユ
ニ

点hF
l
ク
な
巾
同
評
論
で
知
ら
れ

司

るシモン・
レ
イ
が
印Xを

リ

市川い
てい
る o
近

代中間の

。一、日／
叩
お
か
ら
巳
沢
収
の
必
ま

で 、
中
国の万
一以JV
浮き
彫

り
す
る打
呪
な
げ品川一時」
ht
川
県一
か－り
集

め
て
何日山した
コ
レ
クショ
ン
で
あ

り 、
ち
沢ハ山科
伐
の一山
析的な
り？日
一%

と
は
町一なっ
て
災に
山制
的かっ
U凶

的であ
る。
（東
京外
語大
教
授・
同

際関
係論 、
持ハ
リ）

ーし
卜、
ベ
ト
ま
ま
な
とt’he

／』
l1774／

いい
じ
け
寸さ
ゐ
ながら 、
rn
臓を

九スなお凶ん
な制作
市川叫がい恥

υ六J小川仲之、不櫛川中が百七成

、
し
くなっ
て
か一り一
年。
伝統の

小
ルに
一内れ
版刻の
リ
アリズ
ム
を

川え 、
新しい
近代
木
彫を
作り
よ

い
たe勾
川引を
川辺ばしたの
がこ
の
本

λ。い八
代
日一川UA
郎をモ
デルにニ

午の
均月をかけ
て制
作さ
れ
た

てい
る
が 、
その
細部は
全
体の
な

か
の
部
分では
な
く 、
会
体の
匁
徴一

で
あっ
た。
ま
た
彼が
手がけ
た
彩一

色
木
彫は、
十日
代か
ら「
白い
な
る』

ものへ
の
割引
玖の
あ
かしと
し
て
枚

式化さ
れ
古色
彩色さ
れ
た
彫
刻」

同灯天
心の
釣り
姿か
ら
創
作した
こ
と
で
逆に
例人
や
円山本人そ
超え
の
系泌につ
な
がる
もの 、

と折
摘

「

ム山幻人」
などの
代
一…副作と
内
て 、
より
大き
な
感
訓をも
たらし 白
し
てい
る。
（
B4
判 、－
二
じ行 、

跡の
り
川（を
収め、
作
氏－
J人の
たとい
う。

川巾の
作品には
恐ろ

四
万三000
円 、
山
内新
聞社）
H

市内
山－
山氏
が
「
平
櫛
山巾
論」
、
美
し
い
ま
で
の
細
部の
追求
が
な
さ
れ

写
真
は
「
鏡
獅
子」

（川
一叶かり）

「
彫
｜
平
櫛
田
中
の
世
界」

中
嶋

嶺
雄

日十本
をたつ
と
き 、

林彪市民変を題

材にし
たアン
ソニ
l・

グレl
（
紅

衛兵
勝別に
よっ
て
北
京に －

m半も

監持目さ
れ
たこと
で
知
られ
るロ
イ
タ

ー
週ねの
記
者H
当
川）
の
川

際ぷ陥

小説「毛
沢東の刺
符」
の邦
訳を一

ケッ
トに
入れ
てき
た。
「同
人
組」

裁判が示し
た小
同の
収
治的ドラマ

の川印刷川
をまの
あたりに
し
てい
わ今

回 、
こ
の
小説は
大及
川口ぃ 。

い
ま
私は 、
現
代中
悶に
附す
る
日

仏兵同
研
究の
ため
犯か
れてパ
リ
に

滞
在
し
てい
る
が 、
こちらで
は
パ

リに
逃れ
た
小
川人パ
ン・
ロ
ウワン

（仏れジャン・
パ
ス
カリl一一）
が

ライフ
ぷ支
同日以ルドルフ・
チェ
ル

ミン
ス
キーの
協力
で
円い
た「
毛

と
尖をU
MWめ
てい
ない
τ
とγ
あ
る
に 、
判
必を
いうえ
同行え
芯叶一る
HAで
あ

とい
う
折
附なと
であ
る 。

る0
（B6
判 、－一一
江問 、
一
0
0

十A3は現
代判
界に
問、心
な
持つ
者
O
円 、
T
BS
ブリタニ
カ）

ll

i
li－－lili－－
 

淵
唆
に
富
む
史
的
考
察

の
巡
択」
と
し
て
円本の
対外政
策上

の
挺一 一一パ
を
行っ
てい
る 。

「
仕
事
の
社
会
学」

ハ
ー
や
デユ
ルケ
イム
は
自

足一戒の

木
容は
著
者のこ
れまでの
研
究
論

辻

勝
次
若

手
段と
して

職交
をと
らえ
た
が 、
人

文をペ
1ス
と
しな
がら 、
い
わ
ば一

「
仕事が、
防
ぷ
とし
ての労
働」

問
疎
外｜
人
問機
械化が初
出火の
問
周

般
向けに
平
易に 、
ま
た匂
抗
的に
叙～
となっ
たの
は 、
人
知史
的に
みれば
と
なっ
たの
は
テイ
ラー・
シ
ス
テム

述さ
れ
ており 、
古川
者の
仏吋え
を
知
る－
ご
く
新しい
ね
設であ
る o
内
欧で
は
を
翠用したフ
ォ
ード

町一汁
市工
均以

う
え
で
適
当であ
ろう。

一
宗
教革命につ
ぐ陀
業
部命を
経て 、

降で
あ
る。
そ
れは 、
資右
主
点 、
社

寸
好
令
段
〉
寺
巳一
望せ
たし 、
ま
たソ述
の
事力の
てい
る。

至
高
わ
れ
てい
る問
題は
多主
要人口の
多
数が
舎
高
官
陸

金一
考問
わない。
レ
lニ
ン
が
革

－

1
j
I一

〈
f
A
j

m
大と
その世
界
的
関に
対し
て
米

若は
「
本質的な冷
戦総
迭
の解
に
わ
た
るが 、
一
裂の
関心
をもっ
た
言れ
て
働
くように
なっ
たの
巴
干
A
罰
に
はテイ
ラー－
シス
テム
を
百

中
嶋

嶺
雄著
巾
円の
凶md
が折
制さ
れ
るに
ま
休で
あ
るどこ
ろか・
：
より
グロ
l

論点を一
J ．
挙げ
ると 、
米
国、
牛
佐
紀に
入っ
てからであ
るo
わ
が
凶 ，
定しなが
ら 、

英援は

ぷ分行
定 、

八O
作
代は
い
かな
る
判
界
なの
でおっ
てい
るか
らで
ある。

パ
ルな
冷
戦へ
の
広明け
で
あっ
たの
本でも一
時
叩叫んにい
わ
れた
対ソ
政－
で
は

明治官代化
以
後のこ
とであ
る
さ
らに
全出
巾定へ
と
変似し
た引j
尖

か 、
ζ
れは
現仇 、
同

除山係に
関心

こ
の
よ
う
な
状
況の
もとで 、
謹一
で
はな
か
るっか」
と
自
問し 、
ま
ず
策上の H
チャ
イ
ナ・
カ
ードH
と
い一
が 、
木
栴
的な
職業社
会が
形
成さ
れ
や 、
近年の
ソ
述
や巾
川に
おけ
る近

小出品にとっ
てと
り
わけ
大き
な
次冷
戦と
か
新しい
冷
戦とい
う
解
釈
はじ
めに
戦
後
ほぼ
十年ご
との
節
目
うの
は 、
い
ま
や
育
活であり 、
中
国一
たのは
戦後の
高
度終
済成
長が
契
機
代
化の
動
向
がそれ
を
示
唆し
てい

川山と
なっ
てい
る 。
い
うま
で
も
な
が
出さ
れる
ように
もなり 、
こ
れに
に
おけ
る
転
換の
校
相を
別出
（てき
が
ゾ
速カl
ドN
を
現在は
もっ
て
，であっ
た。

る 。

〈 、
双
州か
ら多似
化へ
と
大き
く
変
つ
い
て
は
議
論のあ
るとこ
ろ
だが 、

しゆ
っ）
し
ての
ち 、

円本に

僚援な
い
るの
で
あっ
て 、
中ソ
対
立
と
い

被
使用
者の
全
崎支
払刊に
占め
る凶

，
日米
経

済問HY
に
匁叫伏さ
れ
る

制
（ばっ）
し
た
以後の
川
際政
治の

神地引は
川
代状
況をつ
と
に
「作一ぬ
る

閃係
をもっ
巾
同をはじ
めソ
述 、
米
う「
新しい
神
話」
の
附弊
（かんせ

は
附
和＝ 司
十年問冗・
一九
% 、
間四

白拘

市下一陣取
列遂の
仰相は 、

分刻あ

わく制
み
の
なかで 、
七
0
年
代未に
い
戦
争
。。。同
君”時」
と
規
定し
て
附の
対
外後
勢、
政
策を
そ
れ
ぞ
れの
い）
に
陥ら
ぬ
よ
う併告し 、
中
国の

年五
八・
六
% 、
同五
十作六五・
のベ
ル
トコンベ
ヤーに
よ
る人
開成

hr
r一
辿の
同際的
事
件 、
ベ
ト
ナ
お
り 、
こ
の
す一
川掛から
木
哲の
タイ
ト
問
題の
なかで
相官J
閲逆さ
せ
なが
ら
現在の
状況か”りすれば
中ソ
和解の

%と
端加し
二」
の制
向に
拍
車を
外と 、
その
克服に
符
悶（くもん）

ム
のカン
ボジ
ア進
攻 、
中
間の
対ベ
ル
が
直哉
（ちょ
くせつ）
に
示す
よ
分析 、
批
判し 、
終わ
りに
「平
和の
可
能性
をも
見
通し
てお
か
なけ
れ
ば

け
た。

す
る労務
符震の
実
情に
く
みと
るこ

ト
ナム
「
制作品」
収小 、
ソ
述のアフ
－つ
に「
新冷
戦の
時代」
と
し
て 、
国
ため
の
地政
学」
と
し
て
同

際関係
研
な
ら
ないと
指
摘してい
るこ
と 、
ま

ス
ミス
やマ
ル
クス
は
職業は
人聞
と
ができ
る。

終済
大同
円ポの
労
使

／
ス
タン
辺
政は
新たな
川町を現
際政
治の
現
段
附をリアルに
分
析し
究の
すすめと
出目 、
さ
ら
に
「
日
本
た 、
米
ソ岡
大同の
間諜は
巾
悶の
鹿
一
不良
化す
るもの
と
巧ぇ 、
ゥェ
l

閃係と企
業
利
〈ハの
特
児燃が
先巡
消

三室f��！
喜三段＠

三���
三���j
言語霊式
霊霊

国
際
政
治
ぞ
リ
ア
ル
に
叙
述
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ま
と
も
に
受
け

と
め
得
る

か
否

か

が
正

し
い

中
国
認
識

の
前

提
な
の

だ
と
い

え
よ
う」

0

お
の

よ
う

な
中

国
の
矛
盾

し
た

現
実

を
直
視

す
る
ζ

とが
、

第－一

章
か
ら
第
六

章
ま
で
の
基
調
と

な

っ
て
い
る。
す

な
わ
ち
第
二

章
で

は
米巾

関
係

が、
第
三
盗
で
は
巾

ソ
関
係

が、
第
四
品ゅ
で

は
小
国
流

の
覇
権
解
釈

が、
第
五

章
で
は

ソ

連
脅
威
論

が
、

そ
し
て
第
六

章
で

は
東
北
（
満
州）

、新
掘

お
よ

び
朝

鮮
半
島

を
中
心

に
い
わ
ゆ

る
地
政

学
が

、
解
明
の
対
象

と
な

っ
て
い

る
。

地
域研
究

の
一軍
要
性
が
強
調

さ
れ
て
い
る
ζ
と
も
注
目

に
備

し

よ
う

。安全保障を具体的に提言

終
章
「
日
本

の
選
択」

は
国

際
化
時

代
に
国

家
目
標

を
明
白

に
す
る
必
裂

を

説
い
た
後

、米
、

中
両

国
が
誘
導

し
て

い
る
日

米

中
三

角
連

合
の

危
険
性

を
戒
め

つ
つ

、
「
円

米

欧
先
進
諸

国
と

の
関
係

を
外
交

戦
略

の
器
材

と

し
、

日
中
関
係

は
、

そ
う
し
た

全
体
楠
造

に
対

す
る
サ
ブ
・
シ

ス
チ
ム

と
し
て

位
置
づ
け

る
と

い
う
戦
略

的
見

取
図

を
堅
持

す」
べ
き

だ
と

教
え
て
い
る。

さ
ら

に
中
嶋
教
授
は
オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア

と
の
関
係

が
日

本
の

H
生

停
の
戦
略H

と
し
て
き

わ
め

て
重

要
で
あ
る
ζ
と
を
指
摘
し

、
「
単

に
日
豪
経
済

関
係

の
相
互
補
完
性

の
み

な
ら

ず
、

た
と
え
ば
対
ソ
外一

交
に
お
け

る
わ
が
国
の
交
渉
能
力

を
補
強

す
る

う
え
で
も

、
い
ま
や

も
っ

と
も
電
要

な
国
際
関
係

だ」

と
力

説
す
る。
本
書
の
透
徹

し
た

分
析

に
も

、
具
体

的
な
政
策

提
言

に
も

、
私

は
双
子

を
あ
げ

て
賛
成

だ
。

わ
が
閏

の
安
全
保
障

に
つ

い

て
真
剣

に
考

え
る
同
胞

に
強

く
推

し
た
い。
（
T
B
s ．フ
リ
タ
ニ
カ

．

一

、

0

0

0

円

）

平

和

・

安

全

保障

研

究

所

理

事

長

d

猪

木

正

道
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金
子堅
太郎』
を
書
く
切っ
掛け
と
なっ
た。
慶

応
大
学か
ら法
学
博士
を
受けたの
は
本
務の
栄

駁に
因る。
（
好
者
岩
田冷
欽〉

ハ新
友堂
五、
0
0
0円）

守
屋

洋
若

一
中
国
皇
帝
列
伝
』

削
梁
伺刷、
守
成
制

本
岱は、
一
九
七
九
年一
月か
ら八
O
年
十月

に
わ
たっ
て、
－本
卦誌に
同
名タ
イト
ル
で
述飲し

た
もの
の
うち、
副院の
高
祖か
ら
明の
太
秘まで

群
縦
割拠の
乱
世
を
勝ち
抜き、
権
力を
掌
中に

し
た
十
人の
皇帝
を
「
創
業篇」
に、
椛
力を
維

持し
得
ず崩
援の
道
を
辿っ
た
十人
の
皇
帝
を

「
守
成縞」
とし
て、
それ
ぞれ一
冊の
本に
ま

とめ
た
もの
で
ある。

単
行本
となっ
た
尽帝
列伝を
通
読
する
と、

三
千
年の
中
国歴
史の
なかで
脇
勤し
た
m－MWた

ちの
ドラマ
が一
一回
限
前に
生
き
生
き
と
浮かび

あがっ
て
くる、
ま
た、
近
代化を
推
進
する
現

代
中
国の
なかに
依
然
とし
て
歴
史が
生
きつ
ぎ

その
毘み
が
近
代化
を
阻
一泊し
てい
る
よ
う
な
気

が
し
て
な
ら
ない。

（
太）

〈P
H
P
研
究所、
各
九八
O円）

中
嶋
円相
雄
著

一
新
冷
戦
の
時
代・』

r十一一一一

ソ
巡のア
フ
ガン
円以攻に
対し、
米
国はソ
巡

へ
の
経済
制
裁、
オ
リン
ピッ
ク
ボ
イコ
ッ
ト
宜

一吉田、
新
年度
予
算で
の
国
防
強
烈
強
など
強政
安

鍬引を
打ち
出し、
六
0
年
代か
ら
七
0
年
代に
か

けての
米ソ
の
冷
験
緩
和の
方
向が、
一
転し
て

八
0年
代は
新
冷
戦
時
代を迎
える
とみ
られて

い
る。本訟は、

こ
の
新
冷
松
下で
の
国
際
平
和を
ど

う
築い
てい
くか
を
追
及し
てい
る。
筆
者の
専

門
分野の
中
図
的
勢、
中ソ
関係に
詳しい
分
析

を
加え、
日
本が
世
界
平
和に
貢
献
する
ため
選

択
すべ
き道は、
過
去の
体
験、
教
訓
を
生
か

し、
非
軍
事
経
済
大
国で
あるこ
と
を
明らかに

すべ
きで
ある
と、
提
言し
てい
る。

今後の
日
本
外
交の
展
開に
は、
中ソ
の
和
解

を
も
見泊し
た
幅
広い
もの
で
あるこ
とが
必
要

とい
う
指
摘は、
一
考すべ
き
もの
が
あろ
う。

〈
太）

一

ペ
ビ

（
T
B
S
プ
り
タ
エ
カ

陳

舜
臣
著

『
中
国
の
歴
史
｜
全
十
ニ
巻
』

本
山口は、
全
十二
巻、
三
千
五
百ペ
ージ
に
も

及ぶ
hH
作で
ある
が、
第一
巻を
読ん
で
みて
他

の
務
者の
作
品
同
様、
捕md
もさ
るこ
となが
ら、

文
体が
平
H初で
あ
り
且つ
流
麗で
あるこ
と
が、

特に
聞
く
な
り
がち
な歴
史在
を
読A
n如くし
て

お
り、
入
門
老に
とっ
て
有
銀い。

歴
史は、
凡
そ
勝
者の
側か
ら
おか
れ
るケー

ス
が
多い
が、
記録に
め
ぐ
ま
れ
ない
側、
す
な

わ
ち
敗
者の
戸を、
どこ
か
に
その
痕跡を
も
と

一

め
て
姻
り
お
こ
し
てい
くとい
う
本γ
リ｜
ズ
全

－
体
を
貫く
著
者の
史観に
共
鳴
する
人
が
多い
の

で
は
なか
ろ
うか。
第一
巻
。
神
話
か
ら
歴
史

へO
は、
ながい
問、
中
間の
モ
ラル
の
基
礎
と

なっ
た
周
代の
諸
制度の
指
摘で
終っ
てい
る。

現
在
郷三
巻
まで
出
刊し
てい
る
が、
今後の
ご

健
筑をお
祈
り
し
たい。

（太）

（平
凡
社
各
て
六
O
O円〉

司自会


